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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年10月7日(2021.10.7)

【公表番号】特表2019-520818(P2019-520818A)
【公表日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-030
【出願番号】特願2018-564217(P2018-564217)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/22     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/72     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4418   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/496    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/22     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/72     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   11/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4418   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/496    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  213/64     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  209/34     　　　　

【誤訳訂正書】
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【提出日】令和3年8月19日(2021.8.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　一実施形態において、本発明の抗体分子は、組換えＴＧＦ－ベータ１、ＴＧＦ－ベータ
２又はＴＧＦ－ベータ３のＨＥＫ－ＢｌｕｅＴＧＦ－ベータレポーター遺伝子アッセイに
おいて、阻害活性を有し、ここで、該抗体は、ヒトＴＧＦ－ベータ１の活性を、０．５ｎ
Ｍ又は０．５ｎＭより良好なＩＣ５０で阻害し、ヒトＴＧＦ－ベータ２の活性を、０．０
５ｎＭ又は０．０５ｎＭより良好なＩＣ５０で阻害し、及びヒトＴＧＦ－ベータ３の活性
を、２ｎＭ又は２ｎＭより良好なＩＣ５０で阻害する。一実施形態において、該抗体は、
内因性ＴＧＦ－ベータのＨＥＫ－ＢｌｕｅＴＧＦ－ベータレポーター遺伝子アッセイにお
いて、ＴＧＦ－ベータを、１０ｎＭ又は１０ｎＭより良好なＩＣ５０で阻害する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　本発明の抗体分子は、高い結合親和性を有することが適切である。親和性は、表面プラ
ズモン共鳴などの技法を含む当技術分野で公知の任意の適切な方法、例えばＢｉａｃｏｒ
ｅを使用して、本明細書中の実施例に記載されているように、単離された天然の又は組換
えのＴＧＦ－ベータ１、ＴＧＦ－ベータ２及びＴＧＦ－ベータ３又は適切な融合タンパク
質／ポリペプチドを使用して測定することができる。一実施形態において、本発明の抗体
分子は、以下のオーダーの結合親和性、ヒトＴＧＦ－ベータ１に対して最も高い、ヒトＴ
ＧＦ－ベータ２がそれに続き、及びヒトＴＧＦ－ベータ３に対して最も低い結合親和性を
有する。一実施形態において、本発明の抗体分子は、ヒトＴＧＦ－ベータ１に対して、ヒ
トＴＧＦ－ベータ３に対する結合親和性より１０から３０倍、例えば１５から２５倍高い
結合親和性を有する。一実施形態において、本発明の抗体分子は、ヒトＴＧＦ－ベータ２
に対して、ヒトＴＧＦ－ベータ３に対する結合親和性より２から２０倍、例えば５から１
５倍高い結合親和性を有する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　適切には、本発明の抗体分子は、単離されたヒトＴＧＦ－ベータ１、ＴＧＦ－ベータ２
及びＴＧＦ－ベータ３に対して、約２０００ｐＭ又は２０００ｐＭ未満の結合親和性を有
する。一実施形態において、本発明の抗体分子は、ヒトＴＧＦ－ベータ１に対して、５０
０ｐＭ以下、例えば２００ｐＭ以下、或いは１００ｐＭ以下の結合親和性を有する。一実
施形態において、本発明の抗体分子は、ヒトＴＧＦ－ベータ２に対して、５００ｐＭ以下
、例えば、３００ｐＭ以下、２００ｐＭ以下の結合親和性を有する。一実施形態において
、本発明の抗体分子は、ヒトＴＧＦ－ベータ３に対して、３０００ｐＭ以下、例えば、２
５００ｐＭ以下、２０００ｐＭ以下の結合親和性を有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　一実施形態において、本発明の抗体は、ヒトＴＧＦ－ベータ１に対して１００ｐＭ以下
の結合親和性、ヒトＴＧＦ－ベータ２に対して２００ｐＭ以下の結合親和性、及びヒトＴ
ＧＦ－ベータ３に対して２０００ｐＭ又は２０００ｐＭより良好な結合親和性を有する。
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